
2021 年度 福祉助成金（活動助成）成果報告書  

 

 

ふりがな とくていひえいりかつどうほうじんおかやまにゅうきょしえんせんたー 

団体名 特定非営利活動法人おかやま入居支援センター 

代表者名 井上雅雄 

連絡先 

住所 岡山市北区広瀬町２－１１ 

TEL ０８６－２３０－１０５６ 

E-mail jimukyoku@okayama-nyukyoshien.org 

URL https://okayama-nyukyoshien.org/ 

設立年（西暦） ２００９年 

助成活動名 
空き家を活用した被災者・若年者・障害者・被虐待者等の自立支援の機能をもつシェルタ
ーの運営と普及 

助成額 2,700,000 円 

活動内容 

目的 

① 倉敷エリアを中心とした被災者・若年者・障害者・被虐待者等の住宅確保困
難者の避難や自立のためのシェルターニーズ、平成３０年７月西日本豪雨災
害被災者の仮設住宅の供用期限満了による転居までの一時的居住ニーズ、若
年者の自立支援のための一時的居住ニーズ、新型コロナウイルス感染症の緊
急避難先としてのシェルターニーズに対応すること 

② 成年後見人等が管理している空き家を賃借して、整備・改修して、シェルタ
ーとして活用することによって、空き家管理コストを削減し、近隣からの苦
情を防止して施設入所している空き家所有者を支援するとともに、特定空き
家化を防止すること 

を目的とした。 
 

内容 

・倉敷のマンションの２室・岡山の共同住宅の１室を賃借し、シェルターとし
て運営して居住と自立を支援した。 
・倉敷駅近くの成年後見人管理空き家を賃借して改修して被災者母子世帯の居
住を支援した。 
・倉敷駅近くの成年後見人管理空き家を賃借して、整備してシェルターとして
活用して被災者の居住と自立を支援した。 
・水島エリアの成年後見人管理空き家を格安で賃借して改修し、水島エリアで
活動している団体と協力してシェルターないしサロンとして利用するために整
備した。 

成果 

マンション等３室（倉敷２・岡山１）を賃借し 
① ひとり親の若年女性の子育てと自立を支援した 
② 未成年の障害男性の自立を支援した 
③ ひきこもり傾向の５０代男性の自立を支援した 
④ 認知症高齢者の居住と権利擁護を支援した 
成年後見人の管理している空き家を賃借して改修し 
⑤ 西日本豪雨災害被災者の多人数母子世帯に提供して、仮設住宅からの転居と

居住を支援した 
⑥ 西日本豪雨災害被災者で供用期限までに転居先が決まらなかった男性にシェ

ルターとして提供して居住を支援した 
⑦ 水島エリアで空き家を格安で賃借して整備・改修して近隣で活動している団

体に活用提案・整備・運営を委託してシェルターノウハウの普及を図った。 

今後の課題と対
応策 

空き家活用によるシェルター利用は、近隣と関係をつなぐ必要があり、虐待避難のシェル
ターとしては活用しにくいことが判明した。対策として、虐待避難のため、マンション型
のシェルターも維持しておく必要がある。 
成年後見人管理空き家は、被後見人死亡後の居住継続について将来の支援が必要である。 
シェルター入居後も継続的な支援が必要なケースが多く、支援員が必要である。 



写真の提出 
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